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立山高山帯室堂平周辺における訪花昆虫調査
3．花上滞在時間
花上滞在時間が多くの個体について測定されたのは，
チングルマ花上のマルハナバチ類，ヒラタアブ類とヒ
メハナバチ類，タカネコウゾリナ花上のコハナバチ類
とヒラタアブ類，ミヤマアキノキリンソウ花上のヤド
リマルハナバチとコハナバチ類，ヤマハハコ花上のナ
ミハナアブとヒラタアブ類，アオノツガザクラ・クロ
ウスゴ・コイワカガミ・タテヤマアザミ，ヨツバシオ
ガマ花上のマルハナバチ類である。
大型のヒラタアブ類やハナアブ類，クロバエ類，小
型のハエ類，ヒメマルハナバチの3，チョウ類やガ類
カメムシ類等の観察例はまだ少ない。
一花上での滞在時間は，花の種類や個体によってば
らつきがあるが，オオマルハナバチやヒメマルハナバ
チのワーカーは平均して2．3秒程度と短く短時間の
内に多くの花を訪れ（但し，アザミやトウヒレンでは
より長くなる)，ヒラタアブ類は花上での滞在時間は
マルハナバチ類よりばらつきは大きいが平均して10秒
以上と長く一定時間内ではマルハナバチ類に比べ多く
の花は訪れず，また，マルハナバチ以外のハナバチ類
(コハナバチ類，ヒメハナバチ類）はマルハナバチ類
とヒラタアブ類の中間的であり，平均して5，6秒程
度であった。但し，ヒラタアブ類，ハナバチ類ともに
キク科の花上ではより長く滞在した。
同一種の花上で多くの昆虫グループが観察されたチ
ングルマ，ミヤマアキノキリンソウ，夕カネコウゾリ
ナ等から勘案すると，花の種類・大小に関わらず訪花
昆虫の種（グループ）によって各種の花上での滞在時
間の比率はだいたい決まっている様子であり，たいへ
ん大雑把なものであるが，小型のヒラタアブ類の一花
上での滞在時間をlとすると，中型のハエ類も1，中
型・大型のヒラタアブ類は07倍，ナミハナアブやク
ロバエは04倍，コハナバチ・ヒメハナバチ類は“倍，
マルハナバチ類は02倍程度と考えられるた。但し，
これは今後より多くの観察を行って確かめる必要があ
る。
また，一定時間あたりの訪花花数（訪花効率）は，
花上での滞在時間に強く関係するが，花間の移動時間
移動時の行動（ハナアブ類は葉上で休息することも多
い｡）等も関係し単純に花上での滞在時間の逆数に比
例するとは言えない。しかし，観察中の各昆虫の様子
では，花上滞在時間が短い個体ほど花間の移動時間も
短く訪花効率は高いものと思われた。
また，今回の調査では，開花植物の混生状態での一
定訪花花数あたりの訪花種数は，ごく少数例の調査し
かしなかった（後述。ミヤマアキノキリンソウの項参
照のこと｡）が，観察中の各昆虫の様子ではハナバチ
類特にマルハナバチ類ではほとんど訪花種は違えず，
双迩類やハバチ類等は近隣の他種の花へ移動すること
も多く見られた。
各植物での各種（グループ）昆虫の送粉効率などを
考察するには，今後は，花上滞在時の行動はもとより，
訪花効率や訪花忠実度も併せて調査することが必要で
あろう。
4．訪花昆虫各目
4－L双迩目
全訪花昆虫の62％3120個体が双迩目であり，その56
％1750個体がハナアブ類である。その他オドリバエ類，
クロバエ類，ガガンボ類，ケバエ類，小型のハエ類な
どの訪花が見られた。
双迩目は18科の植物を訪花したが，26％802個体がバ
ラ科を訪花し，次いでキク科25％792個体，セリ科墾
％669個体とこの3科で73％，4位以下はキンポウゲ
科8％264個体，リンドウ科7％220個体の順であり以
上の5科で約90％となる。
訪花昆虫全体ではキク科が最も多く，バラ科が2番
目であるが，双迩目ではキク科が相対的に少なく2番
となっている。また，キンポウゲ科・セリ科・リンド
ウ科が相対的に多く，ツツジ科・イワウメ科・ゴマノ
ハグサ科が相対的に少くなっている。
ハナアブ類では16科を訪花し，バラ科28％483個体，
キク科25％442個体，セリ科22％391個体，リンドウ科
7％126個体の順である。
双迩目の個体数の季節消長は，8月上旬（双迩目個
体の42％1312個体）にピークがある。6月下旬・7月
上旬はまだたいへん少なく，7月下旬から急速に増加
し9月には急激に減少するが6月下旬・7月上旬ほど
では無い。各調査日で占める割合では，7月上旬と9
月上旬は膜迩目の割合が大きくなるがそれ以外では双
迩目が50％を越え，特に8月上旬は75％にもなる。ハ
ナアブ類の季節消長も，8月上旬が849個体で多い。
各調査日でのハナアブ類の双迩目に対する割合は，
ほぼ60％前後であるが6月下旬と9月下旬では少なく
30％前後である。
4－2膜迩目
全訪花昆虫の33％1662個体が膜迩目であり，その75
％1253個体がハナバチ類である。またその48％603個
体がマルハナバチ類である。今回の調査ではマルハナ
バチ類は，ヒメマルハナバチとオオマルハナバチ，ヤ
ドリマルハナバチが観察さた。
ハナバチ類以外ではハバチ類が多く膜迩目の17％
??
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281個体，ヒメバチ類が5％84個体，その他アリ類26
個体・カリバチ類18個体となっている。
膜迩目は17科の植物を訪花したが，約46％765個体
がキク科植物に訪花し，バラ科14％228個体，セリ科
11％181個体，以上3科で71％を占める。4番目は全
体的には6番目であるツツジ科11％178個体である。
ハナバチ類では16科を訪花し，キク科56％704個体，
ツツジ科14％173個体，バラ科13％160個体であり，セ
リ科はたった2個体である。そのうちマルハナバチ類
では9科を訪花し，キク科58％349個体，ツツジ科21
％126個体，バラ科は6％35個体である。ハバチ類で
は12科を訪花し，セリ科37％105個体，バラ科23％66
個体，キク科15％42個体である。ヒメバチ類ではセリ
科が81％68個体である。ハバチ類・ヒメバチ類はハナ
バチ類に比べより双迩目的である。
膜迩目の個体数の季節消長は，8月下旬にピークが
あるが双迩目に比べると調査日間の差は大きくなくゆ
るやかに増加しゆるやかに減少する。
各調査日で占める割合では7月上旬が多く，8月上
旬には少なくなる。ハナバチ類の季節消長は，ほぼ膜
迩目の季節消長に平行し，各調査日のハナバチ類の膜
遡目に対する割合は全般的に80％前後であるが，7月
下旬は43％と少なくなり，ハバチ類が多くなる。ハバ
チ類の訪花は7月下旬に最も多いが8月中はまだ多い。
ハナバチ類に関しては，根来（1999）の立山でのﾉ､
ナバチ類調査の結果と相違する所は無い。ハナバチ類
の訪花の詳細については，根来（1999）を参照してい
ただきたい。
4-3．甲虫目
全訪花昆虫の2％弱79個体が甲虫目であり，小型の
ハネカクシ類やカミキリムシ類の訪花が多かった。
甲虫目は9科の植物を訪花したが，バラ科には甲虫
目中40％（32個体)，セリ科24％（19個体)，イワウメ
科14％（11個体）への訪花が多かった。カミキリムシ
類では7科への訪花が認められセリ科（ハクサンボウ
フウ）への，また，ハネカクシ類では3科へ訪花した
がバラ科（ミヤマキンバイ）への訪花が多かった。甲
虫目の訪花は，7月下旬～8月下旬の短い期間に見ら
れ，しかも8月下旬はたいへん少なかった。カミキ'ノ
ムシは8月上旬，ハネカクシは7月下旬に最も多く見
られた甲虫類であった。
4-4．鱗迩目
全訪花昆虫の2％弱80個体が鱗迩目であり，そのほ
とんど63個体がガ類である。残りの17個体がチョウ
類である。
鱗迩目は11科の植物を訪花したが，63％50個体がキ
34
尚
ク科に訪花し（うち48個体がガ類で34個体がミヤマア
キノキリンソウを訪花した｡)，セリ科には10％8個体
(全てガ類）であった。ガ類は5科チョウ類は8科の
植物を訪花し，共通して訪花した科はキク科・バラ科
のみである。セリ科・タデ科はガ類では2番目3番目に
多く訪花されたがチョウ類の訪花は認められなかった。
ガ類の多くの個体はキク科を訪れ他の科は相対的に少
なかったが，チョウ類は特に多い科は認められなかっ
た。
チョウ類では5種の訪花が確認された。アサギマダ
ラはチングルマ（l個体）とイワイチョウ（2個体)，
イチモンジセセリはコイワカガミ（3個体）とウラジ
ロナナカマド（1個体)，クジャクチョウはタテヤマ
アザミ（l個体）。コバイケイソウ（1個体）・ハク
サンイチゲ（l個体)，クモマベニヒカゲはタテヤマ
アザミ（1個体)，スジグロシロチョウ類（大野（私
信）によればエゾスジグロシロチョウとのことである）
はヤマガラシ（3個体）・コイワカガミ（1個体）・
ハクサンイチゲ（l個体）・ミネヤナギ（l個体）で
あった。
4－5．半迩目
全訪花昆虫の2％弱83個体が半迩目であり,‐全てカ
メムシ類（ほとんどがタカネアオカスミカメ）である。
その多く71％59個体がキク科に訪花し（うち，35個体
がミヤマアキノキリンソウ)，セリ科（ハクサンボウ
フウ）が24個体とこの2科のみに訪花した。8月上旬
から出現し季節の進行とともに増加していった。出現
が8月上旬ということがキク科・セリ科の訪花と繋が
るのであろう。
4-6．直通目
訪花の認められた直通類は，全てクモマヒナバッタ
である。7月下旬l個体チングルマ花上は幼虫，9月
下旬3個体ヤマハハコ花上は成虫でありともに花粉を
食しているようであった。
5．植物各科への訪花昆虫
5-1．キク科
キク科で昆虫の訪花した植物は8種。キク科を訪れ
た昆虫は全訪花昆虫中33％6目1671種である。
最も訪花個体の多かった植物は，ミヤマアキノキリ
ンソウ（13％5目672個体）で，次いでタテヤマアザ
ミ（8％4目379個体)，ヤマハハコ（7％5目373個
体）であり，以上3種でキク科訪花昆虫中の85％の個
体を占める。
季節消長では，7月下旬から訪花個体が見られるが，
8月下旬にキク科訪花昆虫中50％841個体と最も多く
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なる。7月下旬にはまだごく少数であるが，8月上旬
にはその調査日の訪花個体数の12％で第4番目の科で
あり，8月下旬（84％)，9月上旬（62％)，9月下旬
(56％）では第一番の科である。
キク科を訪花した昆虫のうち最も多いのが双迩目で
792個体（キク科訪花昆虫中47％）うちハナアブ類442
個体（26％)，次いで膜迩目7“個体（46％）うちハナ
バチ類が704個体(42％)でこの2目で93％となる。
半迩目59個体（4％)，鱗迩目50個体（3％）で，直
通目3個体，甲虫目2個体である。
タテヤマアザミ，クロトウヒレン，タカネコウゾリ
ナが膜迩目を多く集め，ミヤマアキノキリンソウ，ヤ
マハハコ，ウサギギクは双迩目を多く集める。これは，
花冠がブラシ状で高く大きい花が膜迩目を多く集め，
花冠が平たく小さい花は双迩目を多く集めることによ
るものと思われる。
キク科植物は，種数が多いこと，昆虫訪花シーズン
後半の他の科の開花が無くなった時期に開花が見られ
ること，開花量が多いこと，各種の開花期間が長いこ
と，どのようなタイプの昆虫でも訪花することが訪花
昆虫を多く集める理由と考えられる。
5－2バラ科
バラ科で昆虫の訪花した植物は7種。バラ科を訪れ
た昆虫は全訪花昆虫中21％5目1067個体であり，チン
グルマが最も多く9％4目470個体，ミヤマキンバイ
が3目300個体（6％)，ウラジロナナカマド4目278
個体と続く。
バラ科は6月下旬から9月下旬までシーズンを通じ
て訪花が見られるが，6月下旬・7月上旬はまだ少な
く8月下旬以降は急激に減少する。7月下旬と8月上
旬はその調査日で最も多い科であり，各々の調査日の
訪花個体の47％（432個体）と32％（564個体）がバラ
科である。7月上旬は23％49個体で2番目の科である。
7月下旬と8月上旬を合わせるとバラ科全体の93％の
個体数となる。
バラ科を訪花した昆虫中最も多いのは双迩目で
802個体（バラ科訪花昆虫中75％）うちハナアブ類が
483個体（45％）膜迩目228個体（21％）ハナバチ類
160個体（15％）甲虫目32個体（3％）で，鱗迩目・
直通目は少ない。
5-3．セリ科
セリ科で昆虫の訪花した植物は，ハクサンボウフウ
とミヤマシシウドの2種でほとんどがハクサンボウフ
ウヘの訪花である。セリ科を訪れた昆虫は全訪花昆虫
中18％5目901個体であり，そのほとんどがハクサン
ボウフウで5目889個体で，ミヤマシシウドが2目12
個体である。
セリ科の季節消長は，7月上旬のごく少数個体の訪
花に始まり，7月下旬から増え9月下旬のシーズンの
終わりまで各調査日の第2番目に訪花された科である。
シーズンの前半後期にも多いが，キク科同様シーズン
後半にも多く，後半はほとんどキク科とセリ科の2科
のみと言ってよいくらいである。
セリ科を訪花した昆虫中最も多いのは，双迩目で
669個体（セリ科訪花昆虫中74％）そのうちハナアブ
類が391個体（43％）であり，膜迩目181個体（20％）
うちハナバチ類はたった2個体で，ハバチ類が105個
体（12％)，ヒメバチ類が68個体（8％）であった。
甲虫目19個体（2％)，半迩目24個体（3％）鱗迩目
8個体である。
セリ科では双迩目がたいへん多く，膜迩目，半迩目，
鱗迩目は相対的に少ない。
5-4．キンポウゲ科
キンポウゲ科で昆虫の訪花した植物は4種。キンポ
ウゲ科を訪れた昆虫は全訪花昆虫中6％3目280個体
であり，ミヤマキンポウゲが2目167個体，ハクサン
イチゲ3目106個体である。キンポウゲ科の季節消長
は6月下旬から8月上旬まで，8月上旬が最多日で
208個体でありキンポウゲ科全体の74％である。8月
上旬の調査日では第3番目の科（12％）である。キン
ポウゲ科を訪花した昆虫のうち最も多いのが双迩目で
264個体（キンポゲ科訪花昆虫中94％）そのほとんど
が小形のハエ類でありハナアブ類は86個体でキンポウ
ゲ科全体の31％である。膜迩目は少ないが中でもその
多くはハバチ類であり，ハナバチ類はほとんど来ずマ
ルハナバチ類の訪花は見られなかった。
5‐5．リンドウ科
リンドウ科で昆虫の訪花した植物は4種。リンドウ
科を訪れた昆虫は全訪花昆虫中5％4目264個体であ
り，イワイチョウが多くを占め，4目215個体（全訪
花個体の4％，リンドウ科雪全体の84％）である。リン
ドウ科は7月上旬から9月下旬に訪花され，8月上旬
が最多132個体。前半7月上旬から8月上旬はイワイ
チョウヘ後半9月はリンドウ類への訪花が主である。
リンドウ科を訪花した昆虫中最も多いのは，双迩目で
220個体（リンドウ科訪花昆虫中83％）うち126個体
(48％）がハナアブ類である。膜迩目40個体（15％）
うち29個体がハナバチ類11個体がマルハナバチ類であ
る。
5-6．ツツジ科
ツツジ科は8種が訪花され，全訪花昆虫中4％3目
211個体が訪花した。ツツジ科の84％178個体が膜迩目
?
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メムシ類（タカネアオカスミカメ）が最も多く来た花
で，ガ類が最も多く来た花でもある。
7月下旬から9月下旬まで訪花が見られ，特に8月
上旬から9月上旬に多く，8月下旬は286個体（ミヤ
マアキノキリンソウ中43％）で，その調査日ではヤマ
ハハコに次いで2番目に多い種。9月上・下旬では，
ハクサンボウフウ，タテヤマアザミに次いで第3位で
ある。
8月上旬・9月上旬はハナアブ類に比べハナバチ類
の訪花個体数が少しではあるが多い。8月下旬ではハ
ナアブ類が多くハナバチ類の倍近くにもなる。本種に
おいても開花時期によって訪花昆虫の内容が変化する。
2000年8月23日室堂平において，訪花昆虫の花上滞
在時間の調査を行ったが，あわせて予備的にミヤマア
キノキリンソウとタカネコウゾリナ，ヤマハハコの混
生場所にて訪花忠実度の調査を行った。忠実度は個体
が同一種を訪れ続けるのか否かその程度はどうかを指
標するもので，l個体の訪花行動を連続観察し，10花
訪花中に訪花対象植物を変えた回数十1の逆数×10で
示すことにする。すなわち，10花訪花中一度も訪花植
物種を変えなかった場合は忠実度10/l＝10となり，3
度変えた場合は忠実度は10/4＝25となる。
で81％173個体がハナバチ類，60％126個体がマルハナ
バチ類である。15％32個体が双迩目，うちハナアブは
21個体であった。6月下旬～9月下旬とシーズンを通じ
て訪花が見られるが，8月下旬からはたいへん少なく
なり，8月上旬が最多で119個体（ツツジ科中56％）
である。40％の85個体がクロウスゴヘの，84個体がア
オノツガザクラへの訪花である。
6．植物各種への訪花昆虫
6－Lハクサンボウフウ
最も訪花個体を集めた種で，セリ科訪花のほとんど
は本種を訪れたものである。全訪花個体数の18％5目
889個体，双迩目667個体（ハクサンボウフウ全体の75
％）うちハナアブ類391個体，膜迩目171個体（19％）
うちハバチ類105個体ヒメバチ類58個体，ハナバチ類
は2個体のみ（マルハナバチ類の訪花は無し｡)、半迩
目24個体（これは半迩目全体の約30％で，残りはすべ
てキク科への訪花である｡)，甲虫19個体（カミキリム
シ類が多く11個体)，ガ類8個体が本種を訪花した。
7月上旬から9月下旬まで昆虫の訪花が見られ，7
月上旬はまだごく少数だが，8月上旬・9月上旬・9
月下旬では各調査日の最も訪花個体を集めた種である。
7月下旬は3番目8月下旬は4番目と開花期を通じ
全般的に上位を占める。
双迩目と膜迩目とで訪花昆虫個体のほとんどを占め
るわけだが，7月下旬の様に同一の割合の場合から9
月下旬の様に双迩目が10倍を越える場合までその比率
は調査日によって大きく変化し，これは開花時期によっ
て訪花昆虫の内容が異なりひいては同一種であっても
開花時期によって送粉昆虫が異なる可能性のあること
を示すものと思われる。
今回の調査では，マルハナバチの訪花が確認出来な
かったが，ハナバチ類調査時には，オオマルハナバチ
の訪花が確認された（根来,1999)。本種は，ハナアブ
類等の双迩目による送粉が主とは思われるが，マルハ
ナバチ類の寄与も少なからず有ると考えられ，今後の
より詳しい調査が必要であろう。
6-2．ミヤマアキノキリンソウ
ハクサンボウフウに次ぎ2番目に訪花個体を集めた
種で，キク科訪花個体の40％を集めた。全体の13％5
目672個体，双遡目391個体（ミヤマアキノキリンソウ
中58％）うちハナアブ類214個体，オドリバエ類41個
体，膜迩目211個体（31％）うちハナバチ類184個体
(マルハナバチ類は9個体のみ)，半迩目35個体，ガ類
34個体，甲虫類l個体が本種を訪花した。マルハナバ
チ以外のハナバチ類がもっとも多く来た花であり，力
表4訪花昆虫の訪花忠実度
表4の様に，観察個体数がまったく少ないので当然
はっきりとは言えないが，ハナバチ類よりはハナアブ
類が忠実度は低いようである。
いずれにせよ本種はハナアブ類とハナバチ類による
送粉が主であろうが，その寄与の程度には個体数のみ
でなく送粉の効率に関係する個体の行動も大きく関わ
ると思われるのでより詳しい調査が必要であろう。
6-3．チングルマ
全体で第3番目に訪花昆虫を集め，9％4目470個
バラ科の44％を集めた。
双迩382個体（チングルマ中81％）うちハナアブ類
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が254個体で，ハクサンボウフウに次いで2番目にハ
ナアブ類が多く来た種である。チョウ類（アサギマダ
ラ）l個体．直通類（クモマヒナバッタ）l個体で，
膜迩目は86個体（18％）うちハナバチ類83個体でその
中でもマルハナバチ類が14個体であった。先回のハナ
バチ調査時（根来，1999）ではマルハナバチ類の訪花
がより多く見られたが，これは先回の調査時・調査場
所では開花が9月上旬まで観察されたのに対し今回は
8月上旬までであったことが関係している。先回調査
でもマルハナバチ類の訪花が多かったのは8月下旬で
あり，チングルマにおいても開花時期の違いによって
訪花昆虫の内容も変化することを示しており，開花時
期によって送粉昆虫が異なるまた送粉効率の異なる可
能性のあることを示すものと思われる。
7月上旬から8月上旬訪花が見られ，7月下旬と8
月上旬が多く各々115個体と330個体であった。7月下
旬ではウラジロナナカマドに次いで8月上旬ではハク
サンボウフウに次いで2番目に多く訪花された。
6-4．タテヤマアザミ
訪花昆虫全体の8％4目379個体が訪花し，キク科
訪花個体の23％を集めた。膜迩目308個体（タテヤマ
アザミ中81％）うちマルハナバチ類295個体（他のハ
ナバチ類は11個体で，マルハナバチ類が最も多く訪花
した種である)，双迩目54個体うちハナアブ類37個体，
鱗迩目9個体（うちクモマベニヒカゲとクジャクチョ
ウが各1個体)，半迩目8個体が訪花した。
8月下旬から9月下旬に訪花が見られ，8月下旬は
170個体（タテヤマアザミ全体の45％）が訪花し，そ
の調査日中ではヤマハハユアキノキリンソウに次い
で第3番目である。9月上旬・9月下旬は，各々127個
体・82個体でハクサンボウフウに次いで各調査日中2
番目である。
6-5．ヤマハハコ
訪花昆虫全体の7％5目373個体が訪花し，キク科
訪花個体の22％を集めた。8月上旬から9月下旬に訪
花が見られ，8月下旬は311個体（ヤマハハコ全体の
83％）でその調査日中1番多く訪花された。
双迩目219個体うちハナアブ類が116個体，通目136
個体うちハナバチ類110個体（マルハナバチ類は1個
体のみ)，ガ類6個体，直通目3個体，半迩目9個体
が訪花した。ハナバチ（マルハナ以外）中ではミヤマ
アキノキリンソウに次いで2番目に多く訪花された種
である。
6‐6．ミヤマキンバイ
訪花昆虫全体の6％3目300個体が訪花し，バラ科
訪花個体の28％を集めた。6月下旬から9月上旬に訪
花が見られ，8月上旬に多く178個体（ミヤマキンバ
イ全体の59％）であり，その調査日中3番目に多く訪
花された。双迩目244個体うちハナアブ113個体，膜迩
目30個体うちハナバチ28個体（マルハナバチの訪花は
確認できなかった｡)，甲虫目26個体が訪花した。本種
への訪花は，季節進行にしたがって双迩目は増えるが
膜迩目（ほとんどがハナバチ類）は増えない。これは
7月下旬以降ウラジロナナカマド，アオノツガザクラ，
ミヤマアキノキリンソウ等の開花があり，ハナバチ類
のそれらへの訪花が増えたからではないかとも考えら
れる。
6-7．ウラジロナナカマド
訪花昆虫全体の6％4目278個体が訪花し，バラ科
訪花個体の26％を集めた。7月上旬から8月上旬に訪
花が見られ，7月下旬が最も多く227個体（ウラジロ
ナナカマド全体の82％）であった。双迩目169個体う
ちハナアブ類110個体，膜迩目100個体（ハナバチ類26
個体，マルハナバチ類11個体，ハバチ類63個体)，甲
虫目6個体，鱗迩目3個体（うちl個体がイチモンジ
セセリ）が訪花した。ハバチの訪花がハクサンボウフ
ウについで2番目に多く，各種ハエ類に比べハナアブ
の訪花が多かった。
6-8．イワイチョウ
訪花昆虫全体の4％4目215個体が訪花し，リンド
ウ科訪花個体の81％を集めた。双迩目182個体うちハ
ナアブ類104個体，膜迩目29個体うちハナバチ類が18
個体，甲虫目2個体，チョウ類はアサギマダラ2個体
であった。7月上旬から8月下旬に訪花が確認され，
8月上旬が最多で125個体（イワイチョウ全体の58％）
であった。時期が進むにつれて，イワイチョウヘの訪
花ハナアブ類やハエ類が増加するにもかかわらずハナ
バチ類は減少する。本来，ハナバチ類はこれらを好ま
ず，他種の開花あるとそちらへ訪花するが，他に選択
の余地が無い場合イワイチョウに訪花するものであろ
うか。
6-9．ミヤマキンポウゲ
訪花昆虫全体の3％2目167個体が訪花し，キンポ
ウゲ科訪花個体の60％を集めた。双迩目164個体うち
ハナアブ類47個体，小型のハエ類117個体，膜迩目は
3個体で全てハバチ類であってハナバチ類の訪花は無
かった。7月下旬と8月上旬に訪花が見られた。
6－10．ヤマガラシ
訪花昆虫全体の3％3目151個体が訪花し，アブラ
ナ科訪花個体の92％を集めた。6月下旬から8月上旬
に訪花が認められ，双迩目103個体うちハナアブ類78
個体，膜迩目45個体うちマルハナバチ類以外のハナバ
??
根来
チ類42個体（マルハナバチ類の訪花は認められなかっ
た)，スジグロシロチョウ類が3個体であった。ヤマ
ガラシは時期が進むにつれてハナバチ類の訪花が減少
する。イワイチョウと同様に，本来ハナバチ類はこれ
らを好まないものであろうか。
6－11ハクサンイチゲ
訪花昆虫全体の2％3目106個体が訪花し，キンポ
ウケ科訪花個体の38％を集めた。6月下旬から8月上
旬に訪花が認められ，8月上旬が最多で69個体であっ
た。双迩目94個体うちハナアブ類35個体，ハエ類55個
体，膜迩は10個体であり，うちハバチ類7個体，マル
ハナバチ以外のハナバチ類3個体でマルハナバチ類の
訪花は見られなかった。チョウ類はスジグロシロチョ
ウ類1個体とクジャクチョウ1個体が訪れた。
6-12．コバイケイソウ
訪花昆虫全体の2％4目99個体が訪花し，ユリ科訪
花個体の91％を集めた。7月下旬と8月上旬に訪花が
確認できた。双迩目59個体うちハナアブ類45個体，膜
迩目33個体うちハバチ類27個体，甲虫目6個体うちカ
ミキリ4個体，クジャクチョウ1個体であり，ハナバ
チ類・マルハナバチ類の訪花は認められなかった。
6‐13．クロウスゴ
訪花昆虫全体の2％2目85個体が訪花し，ツツジ科
訪花個体の40％を集めた。6月下旬から8月上旬に訪
花が見られ，双迩目が3個体，膜迩目82個体うちマル
ハナバチ以外のハナバチ類が39個体，マルハナバチ類
が42個体であった。クロウスゴヘのマルハナバチ類の
訪花は6月26日～8月2日に見られたが，7月23日には少
なくなる。これはアオノツガザクラの開花の影響かと
思われる。
6－14アオノツガザクラ
訪花昆虫全体の2％2目84個体が訪花し，ツツジ科
訪花個体の40％を集めた。7月上旬から8月下旬に訪
花が見られ，8月上旬が最多で62個体であった。双迩
目13個体うちハナアブ類12個体，膜迩目71個体うちマ
ルハナバチ以外のハナバチ類が2個体でマルハナバチ
類が68個体であった。
6-15．ミネヤナギ
6月下旬に，3目77個体（雄・雌の株を合わせて）
の訪花があり，双迩目47個体うちハナアブ類が11個体，
膜迩目29個体うちマルハナバチ以外のハナバチ類が19
個体マルハナバチ類が2個体，スジグロシロチョウ類
l個体が訪花した。
6‐16．ミヤマリンドウ
2目37個体が訪花した。双迩目30個体うちハナアブ
類16個体。膜迩目（全てマルハナバチ類）7個体であ
32
尚
る。7月下旬から9月下旬に訪花が見られたが特に9
月に多い。
6-17．コイワカガミ
4目75個体が訪花した。膜迩目46個体うちマルハナ
バチ以外のハナバチ類14個体，マルハナバチ類29個体
であり，双迩目14個体うちハナアブ類7個体，チョウ
類4個体，甲虫類11個体が訪花した。6月下旬から8
月上旬に訪花が見られ7月下旬・8月上旬に多い。
6-18．ガンコウラン
本種は風媒とされている。6月下旬・7月上旬に，
膜迩目ハナバチ類（ヒメハナバチ類）7個体の訪花が
見られた。これらの個体は花粉を食していた。
6-19．スゲ類
本種は風媒とされている。8月上旬に，双迩目ハナ
アブ類20個体の訪花が見られ，これらの個体は花粉を
食していた。以前のハナバチ類の観察（1999）では，
マルハナバチ類の訪花も確認されている。
7．主な花粉媒介昆虫別の植物リスト
今回の訪花昆虫観察から，主な花粉媒介昆虫と思わ
れるもの別の植物リストを以下に掲げる。
7－，マルハナバチ類が主体と推定される種
アオノツガザクラ，エゾシオガマ，オオヒョウタン
ボク，ミヤマリンドウ，クロトウヒレン，コイワカガ
ミ，シラタマノキ，タテヤマアザミ，ヨツバシオガマ。
7-2．マルハナバチ類とその他のハナバチ類が主体と
推定される種
クロウスゴ。
7-3．マルハナバチ類以外のハナバチ類が主体と推定
される種
タカネコウゾリナ。
7－4ハナアブ類が主体と推定される種
イワイチョウ，ウサギギク，コバイケイソウ，
7-5．ハナアブ類とマルハナバチ類以外のハナバチ類
が主体と推定される種
ヤマハハコ，ヤマガラシ。
7-6．ハナアブ類とその他のハエ類が主体と推定され
る種
ウラジロタデ，ハクサンイチゲ，ミヤマキンバイ，
ミヤマキンポウゲ。
7-7．その他，多くのグループによる種
ウラジロナナカマド，チングルマ，ハクサンボウフ
ウ，ミネヤナギ，ミヤマアキノキリンソウ。
一応以上の様に区分してみた。ただし，これはほと
んど訪花個体数によりそれに多少訪花効率を勘案した
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ものからの推定である。実際の花粉媒介者とそれらの
媒介効率は，訪花個体数のみでなく，訪花効率や訪花
忠実度また運搬花粉量等も関係するものであり，また。
場所的に経時的にまた他の花の存在との関わりで訪花
昆虫相も変化するものでもある（工藤，2000)。今後
より多くの各種の観察研究によって個々の場所個々の
種についてより正確なものにしていかねばならない。
まとめ
立山室堂平周辺における6月下旬～9月下旬の7日
間の訪花昆虫調査の結果，6目5028個体の昆虫の訪花
が確認された。内訳は，双迩目3120個体（全訪花個体
の62％)，膜迩目1662個体（33％)，半迩目83個体，鱗
迩目80個体，甲虫目79個体，直通目4個体であった。
双迩目中ではハナアブ類（175()個体)，膜迩目中で
はハナバチ類（1253個体）が多くを占めた。
22科57種の植物への訪花が確認され，うちキク科・
ツツジ科が8種で最も多かった。訪花個体数はキク
科1671個体（33％)，バラ科1067個体（21％)，セリ科
901個体（18％)，以下キンポウゲ科280個体，リンド
ウ科264個体，ツツジ科211個体，アブラナ科165個体
が多い科であった。ハクサンボウフウ，ミヤマアキノ
キリンソウ，チングルマ，タテヤマアザミ，ヤマハハ
コ，ミヤマキンバイ，ウラジロナナカマド，イワイチョ
ウ，ミヤマキンポウゲ，ヤマガラシが上位十種であっ
た。
8月上旬に訪花個体数のピークが認められ，1754個
体（35％）である。このピークは主に双迩目ハナアブ
類による。全般的な季節消長にはハナアブ類の寄与か
最も大きく，次いで膜迩目ハナバチ類による。
訪花期は，8月上旬までと8月下旬以降とに大きく
2分される。8月下旬以降は，キク科とセリ科の2科
への訪花がほとんどであり。8月上旬以前はアブラナ
科・バラ科・キンポウゲ科・ツツジ科・セリ科など多
くの科が訪花される。
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